	



②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

【一般建造物】
	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	建


築


物
	高　　　さ
	寺院群と調和を図る純和風造りとするため原則として２階建て以下とする。
	
	適・否
	適・否

	
	屋
根
	形　　式
	切妻、入母屋、寄棟屋根を基調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	勾　　配
	3寸5分から５寸５分の範囲とし、４寸５分を基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	日本瓦とし、原則として古代赤瓦（歴史的赤茶色粘土瓦）とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	
	
	
	
	

	
	壁

面
	位　　置
	建物の壁面は軒の出を配慮して、道路境界線から1.0ｍ以上離すこととする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	木製板張り、漆喰塗りを基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	周辺の景観と調和した、落着いた色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	瓦と同系色の塩化ビニール又は､銅製もしくは同等品とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓・格子
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨戸・戸袋
・網戸
	
	
	
	

	
	車庫
	壁　　面
	木製板張り、漆喰塗りを基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	その他
	玄　　関
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ
	石貼り又は、豆砂利洗出し等を基調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	シャッター・引き戸
	木製又はこげ茶色もしくは黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	垣等
	垣・柵・塀
	土塀、板塀、石塀、生垣、竹垣とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	門
	木製屋根付きとする。
	
	適・否
	適・否

	
	土　　　留
	石積み又は、表面を石貼り仕上げとする。
	
	適・否
	適・否

	
	設備・機械
	原則として道路に面して設置しない。やむをえず設置する場合は、格子等で目隠しをする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	敷地の緑化
	既存の緑を保全し､敷地内の植栽に努める。
	
	適・否
	適・否

	
	駐　車　場
	外部から車が直接見えない工夫をする。
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

◆景観計画に基づかない基準

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	太陽光発電設備等
	配 置
	山ノ下通線、熊坂川（区域図参照）から認識できる場所には設置しないよう努める。
	
	適・否
	適・否

	
	形態意匠
	建築物本体と一体的に見える形態とすることを原則とする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	広告物
	寺院群の景観と調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	その他
	自動
販売機
	周辺景観との調和に考慮し、建築物等と一体的になるよう努める。屋外に設置する場合は、外装色をJIS Z8721による5Ｙ7.5/1.5とする。
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

【緩和地区】国道３０５号線沿線に面している区域に適用
	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	建


築


物
	高　　　さ
	地区内の景観を著しく阻害しない高さにすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	屋
根
	形　　式
	勾配屋根風（かざり屋根）の意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	日本瓦とし、原則として古代赤瓦（歴史的赤茶色粘土瓦）とするが純和風感を損なわない色調とすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	勾　　配
	－
	
	適・否
	適・否

	
	壁

面
	位　　置
	地区内の景観を著しく阻害しない位置とすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	地区内の景観と調和し違和感のないものにすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	周囲の景観と調和した落着いた色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	瓦と同系色の塩化ビニール又は､銅製もしくは同等品とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓・格子
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨戸・戸袋
・網戸
	
	
	
	

	
	出入口
	玄関戸
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ等
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	シャッター・引き戸
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	車庫
	屋根
	形　  式
	勾配屋根風（かざり屋根）の意匠にすることができる
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　  料
	日本瓦とし、原則として歴史的赤茶色粘土瓦とするが純和風感を損なわない色調とすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	壁面
	材　  料
	地区内の景観と調和し違和感のないものにすることができる
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　  彩
	周囲の景観と調和した落着いた色調とする

	
	適・否
	適・否

	工作物
	垣等
	垣・柵・塀
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	門
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	土　　　留
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	設備・機械
	原則として道路に面して設置しない。やむをえず設置する場合は、格子等で目隠しをする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	敷地の緑化
	既存の緑を保全し､敷地内の植栽に努める。
	
	適・否
	適・否

	
	駐　車　場
	―
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

◆景観計画に基づかない基準

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	工作物
	広告物
	寺院群の景観と調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	その他
	自動
販売機
	周辺景観との調和に考慮し、建築物等と一体的になるよう努める。屋外に設置する場合は、外装色をJIS Z8721による5Ｙ7.5/1.5とする。
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

【緩和地区】大聖寺下屋敷町の一部の区域に適用

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	建


築


物
	高　　　さ
	寺院群と調和を図り、原則として２階建て以下とする。
	
	適・否
	適・否

	
	屋
根
	形　　式
	切妻、入母屋、寄棟屋根を基調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	勾　　配
	３寸５分から５寸５分の範囲とし、４寸５分を基本とする
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	日本瓦とし、原則として古代赤瓦（歴史的赤茶色粘土瓦）とするが純和風感を損なわない色調とすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	
	
	
	
	

	
	壁

面
	位　　置
	―
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	周囲の景観と調和した落着いた色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	瓦と同系色の塩化ビニール又は､銅製もしくは同等品とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓・格子
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨戸・戸袋
・網戸
	
	
	
	

	
	出入口
	玄　　関
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	シャッター・引き戸
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	車庫
	屋根
	形　  式
	勾配屋根風（かざり屋根）の意匠にすることができる
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　  料
	日本瓦とし、原則として歴史的赤茶色粘土瓦とするが純和風感を損なわない色調とすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	壁面
	材　  料
	地区内の景観と調和し違和感のないものにすることができる
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　  彩
	周囲の景観と調和した落着いた色調とする
	
	適・否
	適・否

	工作物
	垣等
	垣・柵・塀
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	
	門
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	土　　　留
	地区内の景観を著しく阻害しない意匠にすることができる。
	
	適・否
	適・否

	
	設備・機械
	原則として道路に面して設置しない。やむをえず設置する場合は、格子等で目隠しをする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	敷地の緑化
	既存の緑を保全し､敷地内の植栽に努める。
	
	適・否
	適・否

	
	駐　車　場
	―
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

◆景観計画に基づかない基準

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	工作物
	広告物
	寺院群の景観と調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	その他
	自動
販売機
	周辺景観との調和に考慮し、建築物等と一体的になるよう努める。屋外に設置する場合は、外装色をJIS Z8721による5Ｙ7.5/1.5とする。
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

【歴史的景観保存建造物】
	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	建


築


物
	高　　　さ
	原形の高さとする。
	
	適・否
	適・否

	
	屋
根
	形　　式
	原形の形式とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	勾　　配
	原形の勾配とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	伝統的様式に準じた材料とする。
	
	適・否
	適・否

	
	壁

面
	材　　料
	木製板張り、漆喰塗りを基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	伝統的様式から逸脱しない色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	瓦と同系色の塩化ビニール又は､銅製もしくは同等品とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓・格子
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨戸・戸袋
・網戸
	
	
	
	

	
	その他
	玄　　関
	木製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ
	石貼り又は、豆砂利洗出しとする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	垣等
	垣・柵・塀
	土塀、板塀、生垣、竹垣とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	門
	寺院建築様式とし木製瓦葺きとする。
	
	適・否
	適・否

	
	土　　　留
	通常道路から望見できる土留めは、石積み又は、表面を石貼り仕上げとする。
	
	適・否
	適・否

	
	設備・機械
	原則として道路に面して設置しない。やむをえず設置する場合は、格子等で目隠しをする。
	
	適・否
	適・否


◆景観計画に基づかない基準

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	太陽光発電設備等
	配   置
	
	
	適・否
	適・否

	
	形態意匠
	建築物本体と一体的に見える形態とすることを原則とする。
	
	適・否
	適・否

	工作物
	広告物
	歴史的景観保存建造物と調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	その他
	自動
販売機
	周辺景観との調和に考慮し、建築物等と一体的になるよう努める。屋外に設置する場合は、外装色をJIS Z8721による5Ｙ7.5/1.5とする。
	
	適・否
	適・否


②大聖寺景観整備地区　景観形成基準

【歴史的景観保存建造物と同一敷地内の建造物】
	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	建


築


物
	高　　　さ
	歴史的景観保存建造物と調和を図るため２階建て以下とする。
	
	適・否
	適・否

	
	屋　　　根
	歴史的景観保存建造物と調和を図る。
	
	適・否
	適・否

	
	壁

面
	位　　置
	建物の壁面は軒の出を配慮して、道路境界線から1.0ｍ以上離すこととする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	材　　料
	木製板張り、漆喰塗りを基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	色　　彩
	歴史的景観保存建造物と調和した落着いた色調とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	樋
	瓦と同系色の塩化ビニール又は､銅製もしくは同等品とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	窓・格子
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	雨戸・戸袋
· 網戸
	
	
	
	

	
	車庫
	壁　　面
	木製板張り、漆喰塗りを基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	その他
	玄　　関
	戸は純和風とし、木製又は木彫、こげ茶色、黒系アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	アプローチ
	石貼り又は、豆砂利洗出し等を基本とする。
	
	適・否
	適・否

	
	
	シャッター・引き戸
	木製又は木調、こげ茶色、黒系色アルミ製とする。
	
	適・否
	適・否

	その他
	敷地の緑化
	既存の緑を保全し､敷地内の植栽に努める。
	
	適・否
	適・否

	
	駐　車　場
	外部から車が直接見えない工夫をする。
	
	適・否
	適・否


◆景観計画に基づかない基準

	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	太陽光発電設備等
	配   置
	山ノ下通線、熊坂川（区域図参照）から認識できる場所には設置しないよう努める。
	
	適・否
	適・否

	
	形態意匠
	建築物本体と一体的に見える形態とすることを原則とする。
	
	適・否
	適・否


【後背緑地】
	種　　　　別
	景　観　形　成　基　準
	配慮した内容
	申請者

チェック
	市

チェック

	
	
	
	
	

	緑　　　化
	既存の緑を保全し植生と調和した緑化に努める。
	
	適・否
	適・否

	のり面
	大規模なのり面、擁壁が生じないようにし、やむを得ない場合は緩やかな勾配とし緑化に努める。
	
	適・否
	適・否
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